
取付説明書

1 目次

2 必要工具

取付ブラケットA 取付ブラケットB 取付ブラケットC トラスタッピングねじ（φ４×15） バインド小ねじ（M4×6）

×1 ×1 ×1 ×4 ×4
ボルト（M5×15） 専用パネル サイドプレート スポンジテープ バインドねじ（M5×8）

×2 ×1 ×2 ×1 ×8
両面テープ 電源コード パーキングブレーキ延長コード リバース延長コード 圧着コネクター

×1 　×1 ×1 ×1 ×2
CAN接続ケーブル 圧着コネクター

×1 ×2

カメラ変換ボックス 変換ケーブル AVN接続ケーブル 電源ケーブル クッション（103mm×65mm）

×1 ×1 ×1 ×1 ×1

12S20179J91-0

プラスドライバー、マイナスドライバー、クリップはずし、8mmレンチ、カッターナイフ、ニッパー、マスキングテープ、
定規、保護手袋（軍手など）

2020年10月現在のものです。10月以降の車両は変更されている場合があります。

ここでの説明は、車両部品の取り外し、キットの取付・配線位置の説明に限らせていただきます。
各製品の取り扱いは、製品付属の取扱説明書をご確認ください。
取り付けの際は、製品付属の取付説明書に記載されている注意事項を必ずお読みのうえ、正しく取り
付けを行ってください。

※取り付け作業の前に、バッテリーのマイナス端子を外してください。

KTX-XF11-NB-34-NR

車 種 年 式 型 式

N-BOX
H29/9～現在 JF3･4

N-BOX カスタム

■取付キット  部の部品は使用しません。

アルパイン
 11型ナビゲーションユニット用取付キット

■純正カメラ接続ユニット
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3 接続図

1 2 3 4

1 2 3 4

※純正ステアリングスイッチ装着車のみ接続します。

ステアリングリモートケーブル※

OK

OK

※必ず表の組み合わせ通りに接続してください。

アンテナコード 1 2 3 4
ナビ背面のアンテナ

端子位置
 1 2 3 4

電源コード

OK

ヒューズ
 （15A）

OK

OK

OK

OK

別売製品へ

使用しません

スピードセンサーコード

車両
コネクター

<ナビゲーション本体背面> GPS用
アンテナコード

OK

リモートコード

カメラコード

OK

OK

ステアリングリモコン端子

橙 橙イルミネーションコード イルミネーションコード

LIN接続端子

リモート入力コード

リモート出力コード

茶

茶

緑／白 緑／白スピードセンサーコード

CAN接続端子

カメラスイッチ接続端子

カメラダイレクト接続端子

GPS/テレビ用フィルムアンテナ
GPS/テレビ用アンテナコード 3

テレビ用フィルムアンテナ（A）
テレビ用アンテナコード 2

テレビ用フィルムアンテナ（B）
テレビ用アンテナコード1

テレビ用フィルムアンテナ（B）
テレビ用アンテナコード4

3

1

4

2

使用しません

黄バッテリー電源コード

ACC電源コード 赤

車両側パーキング
ブレーキ信号線パーキングブレーキコード

リバースコード

パーキングブレーキ延長コード

リバース
延長コード

黄／青

橙／白

黄／青

橙／白OK OK

OK

OK

OK

車両側リバース
信号線

別売製品の
各電源へ

別売製品の
各電源へ

アンプリモートオンコード  青／白

OK OK

OK

車両
カメラ8P
コネクター

リバースコード橙／白

カメラ変換
ボックス

変換ケーブル
AVN接続ケーブル

OK

アースコード
車両の金属部分へ

ACC電源コード赤

黒

車両アンテナ

OK

OK

ステアリング
コラム下の
車両4Pコネクター

CAN接続ケーブル

緑/黒

３番
（CAN High）

2番
（CAN Low）緑

OK

OK

※配線色が異なる場合は同じ位置の
　CAN信号線にCAN接続ケーブルを
　接続してください。

2番：CAN Low
3番：CAN High

●4Pコネクター（白）
※配線側からの視図

OK
外部ハンズフリー
マイク接続端子

音声操作用/
ハンズフリー電話用外部マイク

※2021年モデル（XF11X2シリーズ）のみ

■基本接続図 （誤接続を防ぐために、接続するごとに  に  点をつけてください）

※配線の仕様は予告なく変更することがあります。

アルパイン製ナビゲーション2020/2021年モデル（XF11NX/XF11NX2シリーズ）との接続例です。
2019 年以前のモデルとの接続については、ナビゲーション付属の取付説明書を参照してください。
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4 取付要領

❸ねじ 5ヵ所 ❹センタークラスターパネル
 （フック 2ヵ所）

❺インパネアッパーパネル
　（クリップ 9ヵ所、フック 2ヵ所）

❶エアコンパネル
　（クリップ 5ヵ所）
 

❷オーディオパネル
　（クリップ 5ヵ所）
 

❾コラムアッパーカバー
（フック 4ヵ所）

❹メーター
 （クリップ 3ヵ所）

❷メーターフード
（クリップ 6ヵ所）

❶メーターフード
 （クリップ 3ヵ所、フック 2ヵ所）

❸ねじ 2ヵ所

❼ファスナー 
   1ヵ所

❽ねじ 2ヵ所
※ステアリングを左右に
　90°回して取り外します。

10コラムロア
   カバー

❺インパネアッパーボックス
　（クリップ 9ヵ所、
　　フック 6ヵ所）

❻インパネロアカバー
　（フック 14ヵ所）

❶バイザーホルダー（L・R）
　（フック 2ヵ所）

❸Aピラーカバーフロント（L・R）
　(クリップ 2ヵ所、フック 2ヵ所）

❹Aピラーカバーリア（L・R）
　(クリップ 2ヵ所）

❷サンバイザー（L）
※外し方は右図参照

❷サンバイザー（R）
※外し方は右図参照

■インパネ周り
1. 左図を参照して内装部品を外します。番号順に取り外
してください。

注意
●キズ防止のため、要所をマスキング
テープなどで保護してください。
●ねじの紛失にご注意ください。

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、クリップ
はずしを使用します。

■メーター周り
1. 左図を参照して内装部品を外します。番号順に取り外
してください。

注意
●キズ防止のため、要所をマスキング
テープなどで保護してください。
●ねじの紛失にご注意ください。

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、クリップ
はずしを使用します。

■ピラー周り
1. 左図を参照して内装部品を外します。番号順に取り外
してください。 

<車両前方より見た図＞

＜バイザー取り付け部＞

ロック

マイナスドライバーなど

バイザー

注意
キズ防止のため、要所をマスキングテー
プなどで保護してください。

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、クリップ
はずしを使用します。

※作業を始める前にバッテリーのマイナス側ケーブルを外してください。

1. 車両部品の取り外し
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電源コード CAN接続ケーブル

テレビ用フィルムアンテナ

テレビ用アンテナコード 1

テレビ用フィルムアンテナ（B）

テレビ用アンテナコード 4

テレビ用フィルムアンテナ（A） テレビ用アンテナコード 2GPS/テレビ用フィルムアンテナGPS/テレビ用アンテナコード 3

パーキングブレーキ信号（青）/
バック信号（茶）

音声操作用/ハンズフリー電話用外部マイク
※2021年モデル（XF11NX2シリーズのみ）

カメラ変換ボックス

<ステアリングコラムアッパーカバー上部>

音声操作用/
ハンズフリー電話用外部マイク

音声操作用/
ハンズフリー電話用
外部マイク 台座（マイク用）

剝離紙を
剥がします。

両面テープ（マイク用）

ステアリングコラム

※フィルムアンテナの貼り方については、ナビゲーション付属の取付説明書を参照してください。

※図は製品を取り付けた取付概要図になります。

2. 取付概要図

3. 音声操作用/ハンズフリー電話用外部マイクの取り付け（XF11NX2シリーズのみ）

■音声操作用/ハンズフリー電話用外部マイクの
取り付け

1. ステアリングコラムの上側に音声操作用/ハンズフリー
電話用外部マイクを取り付けます。

注意

●ステアリングの調整機構（チルト・テレス
コピック）に影響の無い位置に取り付けて
ください。
●音声操作用/ハンズフリー電話用外部マ
イクのコードは、ハンドル操作やブレーキ
操作、視界など運転操作の妨げにならな
いように配線してください。
●音声操作用/ハンズフリー電話用外部マ
イクは、ドライバーの声が拾いやすい場
所に取り付けてください。発話するときに、
姿勢がかわる様なことがあると、走行中
の安全に支障をきたします。ドライバー
の声が拾いやすい様に、マイクの向きや
距離を考慮してから取り付けてください。
●音声操作用/ハンズフリー電話用外部マ
イクを取り付けないと、ハンズフリー及び
音声認識機能が使えません。
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21 3

パーキング
ブレーキ信号
（薄茶）

バック信号（白）

車両3Ｐコネクター

24Pコネクター アンテナ

電源コードコネクタ部

奥まで確実に接続してください。

1 2 3 4

CAN接続ケーブル

車両4Pコネクター（白）

＜ステアリングコラム下側＞

3番：CAN High
2番：CAN Low

CAN接続
ケーブル

4Pコネクター
のコード 圧着コネクター

CAN接続ケーブル：緑/黒
4Pコネクターのコード：3番

CAN接続ケーブル：緑
4Pコネクターのコード：2番

4Pコネクター（白）

●4Pコネクター（白）※配線側からの視図

■パーキングブレーキ信号、バック信号の接続
1. オーディオ取付部にあるaより出ているパーキングブ
レーキ信号線に、圧着コネクターを使用してパーキン
グブレーキ延長コードを接続します。

注意

カプラー形状や配線の色は、年式、グ
レード等により異なる場合がありますの
で、必ずテスターで確認してから接続し
てください。

2. オーディオ取付部にある3Ｐコネクターより出ている
バック信号線に、圧着コネクターを使用してリバース
延長コードを接続します。

注意

カプラー形状や配線の色は、年式、グ
レード等により異なる場合がありますの
で、必ずテスターで確認してから接続し
てください。

■電源コードの接続
1. オーディオ取付部にある24Ｐコネクターとアンテナに
電源コードを接続します。

■CAN接続ケーブルの接続
（ステアリング連動バックビューガイド線を使用する場合）

1. ステアリングコラム下側の車両4Pコネクター（白）の
CAN信号線にCAN接続ケーブルを圧着コネクターで接
続 し 、 オ ー デ ィ オ 取 付 部 ま で 配 線 し ま す 。

CAN接続ケーブル 4Pコネクター

CAN High 緑 / 黒 3番
CAN Low 緑 ２番

注意

●圧着コネクターはプライヤーで確実に
圧着してください。
●車両配線を断線させないようにご注意
ください。
●本説明書指定の取付け方法・取付け位
置に正しく取付けなかった場合、車両
の走行・動作に支障をきたすおそれが
ございます。間違えないように確実に
取付けを行ってください。

4. 各ケーブルの接続
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市販の
タイラップなど

カメラ変換ボックス変換ケーブル市販のビニールテープなど

車両カメラ8Pコネクター

リバース延長コード

電源コード

車両ハーネス

カメラ変換ボックス
※付属のクッション（103mm×65mm）で巻いて保護します。

車両ハーネスに市販のタイラップなどで固定します。

■カメラ変換ボックスの接続
1. 変換ケーブルを車両カメラ8Pコネクターに接続します。

注意
コネクターの抜け防止のため、接続部に市
販のビニールテープなどを巻いてください。

2. カメラ変換ボックスに変換ケーブル、AVN接続ケーブ
ル、電源ケーブルを接続します。  

◀CAMERA

AVN▶

POWER▶

カメラ変換ボックス

変換ケーブル

＜カメラ変換ボックス接続図＞

AVN接続ケーブル

電源ケーブル

3. 電源ケーブルのアース端子を車両の金属部分に接続します。

注意 必ずテスターで導通の確認をしてください。

4. 接続図を参照し、電源コードのリバースコードとリ
バース延長コードにカメラ変換ボックスのリバース
コードを接続します。

5. 接続図を参照し、電源コードのACC電源コードにカメ
ラ変換ボックスのACC電源コードを接続します。

6. カメラ変換ボックスを車両ハーネスに市販のタイラッ
プなどで固定します。

5. カメラ変換ボックスの接続
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スライダー（奥側：工場出荷時）
六角ボルト（黒）
（M5×8）（4本）

スペーサー

スポンジテープ

テープ

<側面図> 専用パネル
ナビゲー
ション側

端に合わ
せます。

下側の中央から
貼り付けます。

ナビゲーション本体

さらねじ（M5×8）
2ヵ所

サイドプレート
※サイドプレートはL・R共通です。 スペーサー

さらねじ（M5×8）
2ヵ所

サイドプレート
※サイドプレートはL・R共通です。

バインド小ねじ
（M4×6）（4ヵ所）

トラスタッピングねじ（φ4×15）
（4ヵ所）※仮固定します。

取付ブラケットC

純正の
オーディオパネル取付ブラケットA

取付ブラケットB

■ディスプレイユニットの前後位置

工場出荷時の状態からスライダーを変更する必
要はありません。

注意
スライダーにガタつきがある場合は、六角
ボルト（黒）（M5×8）（4本）に緩みが無いか
確認してください。

■ナビゲーション本体の取り付け
1. スペーサーの図の位置にスポンジテープを貼り付けます。

2. サイドプレートとスペーサーをナビゲーション本体に
取り付けます。

3. 純正のオーディオパネルに取付ブラケットA、B、Cを取り
付けます。（トラスタッピングねじ（φ4×15）（4ヵ所）は仮
固定します。）

6. ナビゲーション本体の取り付け
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ナビゲーション本体

ナビゲーション本体

取付ブラケット

<使用する穴位置> <オーディオパネル背面>

取付ブラケット
パネルのゆがみを
修正します。

パネルのゆがみを
修正します。

バインドねじ
（M5×8）（3ヵ所）

バインドねじ
（M5×8）（3ヵ所）

※イラストは左側ですが、
　右側も同様です。

トラスタッピングねじ
（φ4×15）（4ヵ所）

電源コード

センタークラスターパネル ねじ 5ヵ所 

4. ナビゲーション本体を取付ブラケットに取り付けます。

5. パネルのゆがみを修正し、トラスタッピングねじを本
締めします。

＜補強金具の取り外し＞
オーディオパネル背面に補強金具がついている車両は下図を参照して
取り外してからカーナビゲーション本体を取り付けてください。
（純正ねじと補強金具は再使用しません）

オーディオパネル背面

純正ねじ 2ヵ所

補強金具

6. インパネにセンタークラスターパネルを取り付けます。

注意
ケーブル類を挟み込まないようにしてく
ださい。
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端子保護カバーのフックがロックするまで奥に差し込んでください。

※ディスプレイユニットを取り外す場合は、端子保護カバーのフックが
　破損しないよう注意してください。

ベースブラケット端子保護カバー

ディスプレイ固定ブラケット

六角ボルト(黒)(M5×8) (4本)

フック 2ヵ所

電源コード

ボルト（M5×15）（2ヵ所）

ナビゲーション本体

■ディスプレイユニットの取り付け
1. モニターのディスプレイ固定ブラケットの下側を、ナ
ビゲーション本体スライダーのベースブラケットと端
子保護カバーの間に差し込みます。

2. 六角ボルト（黒）（M5×8）（4本）でしっかり固定します。

注意
六角ボルトでしっかり固定されていない
状態でディスプレイの角度調整は行わな
いでください。

8. ディスプレイユニットの取り付け

■車両部品の復元
1. 取り外した車両部品を元通りに復元します。

注意
ケーブル類を挟み込まないようにしてく
ださい。

7. 車両部品の復元

7. 接続図を参照して配線を接続します。

注意

「バックグラウンドサーチ」機能が正常
に働くように、ナビゲーションのアンテ
ナ端子は必ず下記の組み合わせ通りに接
続してください。
アンテナコード
（コード番号） 1 2 3 4
ナビ背面の

アンテナ端子位置 1 2 3 4

8. ナビゲーション本体をオーディオ取付スペースに取り
付けます。

注意
ケーブル類を挟み込まないようにしてく
ださい。
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ディスプレイ検出プレート

目隠しシール(2枚) 

ネジ(黒)(M3×4) (2本)
目隠しカバー

接続端子部分を傷つけないよう注意し、
目隠しカバーで押さえつけながら固定してください。

60°
-5°

※左右方向への角度調整は
　できません。

＜角度調整範囲＞

3. ディスプレイ検出プレートを取り付けます。

注意
ディスプレイ検出プレートを取り付け
ないとディスプレイに電源が入りません。
必ず取り付けてください。 

4. 目隠しカバーをネジ（黒）（M3×4）（2本）で固定し、
最後に目隠しシール（2枚）を貼り付けます。

5. ディスプレイの上側を持って角度を調整します。

注意

●システムアップ等で本機を取り外す場
合は、必ず本機の電源を切ってから
ディスプレイユニットを取り外してく
ださい。

●ディスプレイユニットをナビゲーション
本体から取り外す際は、ディスプレイユ
ニットを落下させないよう注意してくだ
さい。

■動作確認
1. 電源が入ることを確認します。

注意
バッテリーのマイナス端子を接続する際にステアリング
が0時の位置に合っていることを必ずご確認ください。

2. 「8 接続確認/システム設定」を参照し、接続状況を確認します。

9. 車両部品の動作確認
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5 リアワイドカメラ映像パターンの切り替え方法

6 接続確認/システム設定

　1.　     　（メニュー）スイッチ ▶　設定　▶　車種専用チューニング　▶　車種選択　▶　リストから選択
　2.　メーカーを選択 ▶　決定　▶　車種を選択　▶　決定
　3.　接続機器の設定 ▶　決定
　　　　・カメラ接続  ：　リアカメラ 純正バックカメラ（ホンダ）
　　　　・サブウーファー  ：　あり　または　なし
　　　　・ステアリングリモコン ：　設定する　　
　　　　・リアビジョン※  ：　あり　または　なし
　　　　　※リアビジョン設定がある車種を選択し、リアビジョンリンク対応リアビジョンを設定している場合のみリアビジョン選択画面が表示されます。

　4.　設定内容を確認 ▶　決定　▶　メッセージを確認　▶ 　はい
　5.　再起動後、設定した車種のオープニング画面で起動すれば設定終了です。

■車種専用チューニングの手順
車種 /グレード、組み合わせる製品によって設定が異なります。以下手順にて操作してください。
【操作手順】
　 製品起動時に「ようこそ」画面が表示された場合は  はじめる  に
タッチしてください。（車種専用チューニング画面へ移行します）
「ようこそ」画面が表示されない場合は以下手順で設定を行って
ください。

Memo

●コーナービューを選択した時のカメラ映像はカメラの最大画角を表示した画像となります。
（ホンダ純正リアワイドカメラがコーナービュー機能に対応していないため）
●カメラ仕様により画面下部に実際のカメラ映像が表示されない範囲があります。

本機を使用してホンダ純正リアワイドカメラを接続した場合、アルパイン製ナビゲーションの画面にて
映像パターンを切替えできます。各映像パターン選択時の表示方法は下記を参照してください。

パノラマ

●パノラマビュー
車両後方を全体的に映す映像です。
主に車両後方を全体的に確認したい
ときにご利用ください。　 

コーナー

●全画角表示
カメラの最大画角を表示します。
　 

トップ

●トップビュー
車両上方から真下方向を映す映像です。
主に車両後方の段差、縁石、車止めなど
を確認するときにご利用ください。

バック

●バックビュー
車両後方を映す映像です。
主に車両後退時に後方を確認すると
きにご利用ください。

■接続確認を行います
取り付けが終わったら、配線が正しく接続されたか確認をしてください。
確認が終わったらナビゲーション付属の取付説明書を参照して、接続確認・初期設定を行ってください。

■車種専用チューニングを行います
アルパイン製ナビゲーションには、各適合車種用の車種専用チューニングデータを格納しています。
（専用オープニング画面やアルパイン製カメラ接続時のガイド線調整、サウンドチューニングなどが簡単に行えます）
設定方法は下記の設定手順を参照ください。

ナビゲーションの生産時期によってによって格納されている車種専用データは異なる場合があります。
最新の車種専用データはアルパインホームページからダウンロードできます。
https://www.alpine.co.jp/support/download/

Memo
車両側の生産時期によって、カメラガイド線などの設定値が異なる場合があります。
必ず取り付ける車種・年式のデータを選択して設定してください。

※ 下記は EX11NX/EX11NX2シリーズの場合の操作手順です。
EX11Zシリーズの操作手順についてはナビゲーション付属の取扱説明書をあわせて参照してください。


